










研究目的 

 昨年度は,極小未熟児の静脈栄養輸液基準を作製することを目的に,極小未熟児の静脈栄

養と維持輸液との間で栄養評価,血清遊離アミノ酸,微量元素,合併症などについて比較検

討を行い,「1000g 未満の超未熟児では長期飢餓にさらされることが多いので,授乳が調査

に進むまで静脈栄養を併用した方が良い。1000g～1500g の児では授乳が進まない症例に限

り静脈栄養を併用した方が良いと思われる。」という結論を得た。 

 今年度は,極小未熟児の経静脈栄養中における Ca・P の動態および脂溶性ビタミン A-E

の血中濃度の変化について検討を行った。 


